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は　じ　め　に

茎状突起Process styloideus osszs tempor-

allsは第2臓弓(触弓とも呼ばれる)の軟骨-

ライヒェルト軟骨の一部分(stylohyal)が骨化

することにより形成される*.この部位の臓弓は,

すぐ吻側の第1臓弓とともに,中耳の形成に大

きく関与し,発生の過程では著明な変遷をたど

る.一般的に,発生の形態形成morphogene-

sisにおいては,著しい変遷をたどる形態物に破

格がしばしば観察される傾向にあるが,このこ

とは茎状突起についても例外ではない.茎状突

起の長さに個体差があることの報告は少くはな

いさ)3)4)5)6)9>

今般,法医学の解剖において,茎突舌骨靭帯

Lig. stylohyoideumが全長にわたって骨化した

ことによる異常(的)過長の茎状突起の例を剖

検したので,その意味について考察し報告した

しヽ

所　　　　　見

本例は54オで死亡した日本人男性(身長160

cm;体重55.4kg)に見出されたものである.死

因は慢性アルコール中毒である.本例の特記す

べき点は,茎突舌骨敬帯に相当すると思われる

部位が,左右両側ともに全長にわたって骨化し

ているということである(Fig.1).このこと

によって茎状突起は,茎乳突洞の後方に位置す

る突起の根元から始まり,茎突舌骨敬帯および

舌骨の小角に相当すると思われる部分までをも

含むことになり,著しい過長化の状態を示して

いる.計測の結果は,左側の茎状突起の長さは

5.5+2.5cm (折れて2分した),右側のそれは

7.5cmであった.

本例においては,舌骨小角(F垣・2,3)に相当

すると思われる部分は,上述のように過長化し

た茎状突起に組み込まれ,茎状突起の下端を形

成している格好となっている.そしてこの下端

と舌骨体とが,靭帯結合によって結ばれている.

本例のいまひとつ注目すべき所見として,甲

状舌骨靭帯Lig. thyreohyoideumが短縮し,舌

骨の大角の背側端と甲状軟骨の上角とが近接し

ていることが挙げられる(ibid).麦粒軟骨は

観察されなかった.

その他,過長化した茎状突起と筋,神経およ

び血管との関係については,周囲組織を切って

内臓を摘出するという法医学的要請により,確

定するに値する所見は得られなかったが,茎状

突起の下端と舌骨の大角との間に異常筋(Fig.

3:つが観察された.

注)茎状突起がtympanohyal　とstylohyalの両方から起こるという記載もある王3)茎状突起の長さの正

常値は2.5cml)4), 2.5-3cm3) , 3-5eralOl　と言われ, 2.5cmを超えるものを「過長」と称した報

告3)がある　Gruber6)によると, 2000例以上の鎖蓋骨の調査の中で4 - 6cmのものが11例, 7.5cm

以上のものが1例あったと言う.黒田9)は右側茎状突起が7.3cmのものを報告している.臨床的に

は,茎状突起は4%において延長していると言われている王)



過長茎状突起の1例 98

Fig. 1 photographs showing the lateral aspect of unusually elongated styloid processes

of the right(R) and left (L) sides. The left styloid process was broken into two pieces

at a portion indicated by a white a汀ow. The right styloid process measured up to 7.5cm

in length, while that of the left side 8(2.5+5.5) cm in length.

Fig. 2　A diagrammatic representation of the lateral aspect of the tongue and the larynx and

trachea, viewed from the right. Notice that the unusually elongated styloid process extends from

the temporal bone to a portion equivalent to the cornu minus. The process articulates with the

body of the hyoid bone (open arrow). Note also that the thyreohyoid membrane is in such a

way narrowed that the cornu majus of the hyoid bone makes a direct contact with the tip of

the cornu superius of仙e thyroid cartilage.
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Fig. 3　A diagrammatic representation of the lateral aspect of the tongue and the larynx and

trachea, viewed from the left. The styloid process was during the procedure of the excision

of these organs for the further detailed observations broken into two pieces, measuring 2.5 and

5.5 (totaled 8) cm respectively (arrow heads and broken line). The lower tip of the styloid process

articulates with the body of the hyoid bone (open arrow). Notice remarkably narrowed

thyreohyoid membrane which is bounded superiorly by the cornu・majus of the hyoid bon

inferiorly by the upper margin of the thyroid cartilage, and posteriorly by the thyreohyoid

ligament.

考　　　　　察

肢弓は発生の過程で6対形成される.撮弓の

構成要素componentsとしては,軟骨,筋,棉

経,血管等があるが,この中で軟骨は織弓の主

要な成分であって,軟骨だけを臓弓と称する場

令(狭義の職弓)もある!5)この中で第5臓.弓は

形成が悪く痕跡的であり,時には欠如すること

がある.また,この第5枚弓に軟骨が形成され

ることはない!1)

臓弓の軟骨は背側から腹側に向かって順次連

なって存在するpharyngo-, epi-, cerato-およ

びhypobranchialの4つの軟骨成分elements

によって構成される複合体である.本稿で問題

になる第2晩弓の軟骨は,上述のようにライヒ

ェルト軟骨と称されるものであって,これ

はtympano-, stylo・ (以上2者はpharyngo-

branchial), epi-, cerato-およびbasi- (sive

hypoつhyalの軟骨成分によって構成される複

合体hyoidcomplex 17)である.このうちで

tympanohyal　はアブミ骨に, stylohyalは茎状

突起になると言われている.発生学的には,

stylohyal　には複数の骨化中心が存在し,後に

これらが癒合することによって茎状突起が形成

される!4)このstylohyalの成分の腹側にはepihyal

の成分が隣接する.この軟骨は通常の発生過程

においては消失するが,その軟骨膜は残って,

茎突舌骨敬帯となる7)ll)しかしながら,時にepi-

hyalの成分が部分的に骨化し,茎突舌骨靭帯

の中に骨小片が存在することがあるヲ)17)または,

epihyalの成分の背側端(だけ)が骨化し,

stylohyal　の成分由来の茎状突起と一連を為す

と,茎状突起は相対的に長くなる.過長茎状突

起の成因は,一般的にここにあるようであるヲ)

本例はepihyalの成分が全長にわたって骨化

し,背側方はstylohyal軟骨由来の茎状突起に,

腹側方はceratohyal軟骨由来の舌骨の小角と

癒合したと思われる稀な例である.このような
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例の報告は臨床的観点からの症例報告10)13とし

てはあるものの,剖検に基づいたものはない.

舌骨の小角はceratohyalの成分由来と成書17)

に記載されているが,これを舌骨の近くに生じ

た種子骨であるとする考え12)もある.小角の骨

化は思春期の頃であって,他の骨と比較して決

して早いとは言えない.舌骨の小角と舌骨体と

は,滑膜性の連結-いわゆる関節によって結

ばれている.この関節腔は年が畳んではじめて

消失し16)18) "骨結合"化が小角と舌骨体との間

に起きる,と言われている!2)本例の場合, 54才

という年令においても小角に相当すると思われ

る過長化茎状突起の腹側端と舌骨体は,勤帯結

合を形成していて,可動的な状態であった.

過長茎状突起を持つ場合であっても,過長化

の程度によっては自覚症状が無い場合があると

言われている王3)しかしながら,茎状突起が異常

な程度にまで過長化し,しかも内方に屈曲して

いる場合は「異常過長茎状突起症elongated

styloid pr∝ess」と呼ばれるところの愁訴や種

々の臨床的症状を起こすことが多い.患者は原

因不明の咽頭異物感や,えん下痛,肩こり,耳

痛を訴えて耳鼻咽喉科医を訪れることが多いと

言われている.この場合,咽頭壁を観察すると,

咽頭壁が茎状突起によって刺激されたことに

よって発生したと思われる粘膜の発赤,窟桃

肥大や咽頭壁の膨隆などが認められることが

ある!)このほか,茎状突起は局所解剖学的に,

舌咽神経や内・外額動脈に密接している.前者

が刺激されると舌咽神経痛が惹起されるところ

となるが,後者の刺激(圧迫)は「茎状突起症

候群」と称される種々の症状の原因となり得る.

このうちで,内頬動脈が圧迫されると頭頂部か

ら眼寓部に痔痛を釆たし,外額動脈が圧迫され

るといわゆる「Eagle3)4)症候群」と称される顔

面神経痛を起こす!)本例のように茎突舌骨軌帯

の全長にわたる骨化に起因する(と思われる)

過長茎状突起は,当然のことながら,上述の

「異常過長茎状突起」と考えて差しつかえない

ものと考えられるが,残念ながら手許の乏しい

資料には生前の愁訴や症状を物語ると思われる

ものがまだ得られていない.

100

ま　　と　　め

法医学解剖の剖検において観察された54才男

性の過長茎状突起について,解剖学的に調べ報

告した.

本例の過長茎状突起は,計測の結果,右側は

7.5cm,左側は5.5+2.5cm (折れて2分した)

であった.茎突舌骨軌帯は存在せず,過長化し

た茎状突起の下端が,敬帯結合によって直接舌

骨体に結び付けられていた.本例は,ライヒェ

ルト軟骨のうちのepihyalの成分が消失せずに.

そのまま骨化したことに起因するものと思われ

る.
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A 54-year-old male was found having a pair of unusually elongated styloid processes of the

temporal bone. The right styloid process measured 7.5 cm in length, while that of the left side,

which was broken into two pieces, measured 8 (2.5+5.5)cm in length.

An important finding in this case was that a portion which might correspond to the

stylohyoid ligament have ossified along its total length to unify the 'intrinsic'styloid process and

the cornu minus as a single entity. The elongated styloid processes of the both sides were found

making a direct contact wi他　山e body of the hyoid bone and forming there a syndesmosis.

The thyreohyoid membrane was characteristically narrowed and, accodingly, the thyreohyoid

ligament was shortened. The cornu majus of the right side was observed to be attached to

the cornu superius of the thyroid cartilage. It could be speculated that the elongated styloid

process of this case comprises stylohyal, epihyal and ceratohyal cartilaginous elements.


